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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　噴射水により緯糸を緯入れする緯入れノズルと、
　前記緯入れノズルへ水を圧送する緯入れポンプと、
　前記緯入れポンプのポンプハウジング内を往復動するプランジャと、
　前記ポンプハウジング内に設けられ、前記プランジャを復動方向へ付勢する第１コイル
ばねと、
　前記プランジャを往動方向へ駆動するカム機構と、
　前記カム機構が有するカムレバーと、
　前記カムレバーと前記プランジャを連結する第１リンクと、
　前記カムレバーを復動方向へ付勢する第２コイルばね機構と、
　前記第２コイルばね機構が有する第２コイルばねと、
　前記カムレバーと前記第２コイルばね機構を連結する第２リンクと、を備えたことを特
徴とする水噴射式織機における水噴射装置。
【請求項２】
　前記第１コイルばねの付勢力を調整する第１ばね力調整手段と、前記第２コイルばねの
付勢力を調整する第２ばね力調整手段とを備え、前記第１ばね力調整手段及び前記第２ば
ね力調整手段はそれぞれ独立して前記第１コイルばね及び第２コイルばねのバネ力を調整
可能であることを特徴とする請求項１記載の水噴射式織機における水噴射装置。
【請求項３】
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　前記第２コイルばねは圧縮ばねとし、前記第２コイルばね機構は、前記カムレバーの前
記緯入れポンプとは反対側に設置され、
　前記第１コイルばねの中心線と前記第２コイルばねの中心線が斜交することを特徴とす
る請求項１又は２記載の水噴射式織機における水噴射装置。
【請求項４】
　前記第１コイルばねのばね定数は前記第２コイルばねのばね定数よりも大きく設定され
ていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項記載の水噴射式織機における水噴射
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、緯入れノズルへ噴射水を供給するポンプを備えた水噴射式織機における水
噴射装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の水噴射式織機における水噴射装置としては、例えば、特許文献１に開示された水
噴射式織機の緯入れ用ポンプ装置が存在する。
　この緯入れ用ポンプ装置は、プランジャの吸入工程において、プランジャをスプリング
の弾力に抗して変位させることにより、スプリングを蓄勢し、蓄勢したスプリングにより
プランジャの吐出工程を行い、緯入れノズルに噴射水を供給する。
　この緯入れ用ポンプ装置では、スプリングケース内に複数のスプリングが同心円状とし
て二重に設けられ、これらのスプリングは互いに固有振動数の異なる複数のスプリングと
して作用するように構成されている。
　特許文献１に開示された緯入れ用ポンプ装置は、スプリングの振動と噴射水の圧力変動
やポンプ駆動系の振動との共振を抑え、噴射水の圧力脈動を低減する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２３５２６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に開示された緯入れ用ポンプ装置では、スプリングケース内
に複数のコイルばね（スプリング）が収納されているから、コイルばねの組み付けが難し
いという問題がある。
　また、特許文献１に開示された緯入れ用ポンプ装置では、プランジャを作動させるレバ
ーとポンプとの連結部に２つのコイルばねのばね力が集中するから、連結部の強度を充分
に確保しなければならない。
　さらに言うと、複数のコイルばねをスプリングケース内にまとめることから、コイルば
ねの選択範囲はコイルばねの設置スペースにより制約されるという問題がある。
【０００５】
　本発明は上記の問題点に鑑みてなされたもので、本発明の目的は、各コイルばねの組み
付けが簡単であって、連結部に対するばね力の分散を図り、かつ、コイルばねの選択の自
由度が高い水噴射式織機における水噴射装置の提供にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、本発明は、噴射水により緯糸を緯入れする緯入れノズル
と、前記緯入れノズルへ水を圧送する緯入れポンプと、前記緯入れポンプのポンプハウジ
ング内を往復動するプランジャと、前記ポンプハウジング内に設けられ、前記プランジャ
を復動方向へ付勢する第１コイルばねと、前記プランジャを往動方向へ駆動するカム機構
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と、前記カム機構が有するカムレバーと、前記カムレバーと前記プランジャを連結する第
１リンクと、前記カムレバーを復動方向へ付勢する第２コイルばね機構と、前記第２コイ
ルばね機構が有する第２コイルばねと、前記カムレバーと前記第２コイルばね機構を連結
する第２リンクと、を備えたことを特徴とする。
【０００７】
　本発明によれば、第１コイルばねおよび第２コイルばねを共にポンプハウジング内に設
ける必要がないことから、第１コイルばねおよび第２コイルばねを別々に組み付けること
ができ、従来よりもコイルばねの組み付けが容易となる。また、第１コイルばねのばね力
は第１リンクに、第２コイルばねのばね力は第２リンクにそれぞれ分散して掛かるため、
各リンクの構成を簡易にでき、水噴射装置の信頼性や耐久性が向上する。
【０００８】
　また、本発明では、上記の水噴射式織機における水噴射装置において、前記第１コイル
ばねの付勢力を調整する第１ばね力調整手段と、前記第２コイルばねの付勢力を調整する
第２ばね力調整手段とを備え、前記第１ばね力調整手段及び前記第２ばね力調整手段はそ
れぞれ独立して前記第１コイルばね及び第２コイルばねのバネ力を調整可能としてもよい
。
【０００９】
　この場合、第１コイルばねおよび第２コイルばねのプランジャに対する付勢力の調整は
、第１コイルばね力調整手段および第２コイルばね力調整手段をそれぞれ独立して調整す
ることにより行われる。
　第１コイルばねおよび第２コイルばねが互いに別の位置に設けられ、各コイルばねのば
ね力の調整箇所も別々の位置となることから、プランジャに対する付勢力の調整は従来よ
りも簡単となる。
【００１０】
　また、本発明では、上記の水噴射式織機における水噴射装置において、前記第２コイル
ばねは圧縮ばねとし、前記第２コイルばね機構は、前記カムレバーの前記緯入れポンプと
は反対側に設置され、前記第１コイルばねの中心線と前記第２コイルばねの中心線が斜交
してもよい。
【００１１】
　この場合、第１コイルばねの中心線と第２コイルばねの中心線が斜交しているため、第
１コイルばねの中心線と第２コイルばねの中心線が一致する場合と比較して、揺動運動す
るカムレバーと直動運動するプランジャ及び第２コイルばね機構との間に介在する各リン
クの移動量を小さくすることができる。これにより、各リンクに掛かる負荷が低減され、
水噴射装置の信頼性や耐久性が向上する。
【００１２】
　また、本発明では、上記の水噴射式織機における水噴射装置において、前記第１コイル
ばねのばね定数は前記第２コイルばねのばね定数よりも大きく設定されてもよい。
【００１３】
　この場合、第１コイルばねよりばね定数の小さい第２コイルばねのばね力を調整するこ
とにより、プランジャに対する付勢力の微調整を従来よりも高い精度で行うことができる
。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は上記の構成により、各コイルばねの組み付けが簡単であって、連結部に対する
ばね力の分散を図り、かつ、コイルばねの選択の自由度が高い水噴射式織機における水噴
射装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の実施形態に係る水噴射式織機における水噴射装置の概略側面図である。
【図２】第１の実施形態に係る緯入れポンプの断面図である。
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【図３】第１の実施形態に係る第２コイルばね機構の断面図である。
【図４】第２の実施形態に係る水噴射式織機における水噴射装置の概略側面図である。
【図５】第３の実施形態に係る水噴射式織機における水噴射装置の概略側面図である。
【図６】第４の実施形態に係る第２コイルばね機構の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
（第１の実施形態）
　以下、第１の実施形態に係る水噴射式織機における水噴射装置（以下「水噴射装置」と
表記する）を図面に基づいて説明する。
　図１に示す水噴射装置は、噴射水により緯糸Ｙを緯入れする緯入れノズル１１と、カム
機構１３と連結され、緯入れノズル１１へ水を圧送する緯入れポンプ１２と、カム機構１
３と連結される第２コイルばね機構１４と、を備えている。
【００１７】
　緯入れポンプ１２は、水噴射式織機（以下「織機」と表記する）の機台に固定されるポ
ンプハウジング１５を備えている。
　図２に示すように、ポンプハウジング１５には吸入口１６および吐出口１７が形成され
ている。ポンプハウジング１５における吸入口１６と吐出口１７との間には貯水室１８が
形成されている。吸入口１６と貯水室１８との間には逆止弁１９が設けられ、貯水室１８
と吐出口１７との間には別の逆止弁２０が設けられている。吸入口１６には吸入管２１の
一端が接続されており、吸入管２１の他端は貯水容器２２と連通している。吐出口１７に
は吐出管２３の一端が接続されており、吐出管２３の他端は緯入れノズル１１と連通して
いる。
【００１８】
　ポンプハウジング１５には筒状部２４が形成されており、筒状部２４には有底筒状のス
プリングキャップ２６が螺合されている。筒状部２４の内周面には雌ねじ部２５が形成さ
れ、スプリングキャップ２６の外周面に雄ねじ部２７が形成されており、筒状部２４の端
部からのスプリングキャップ２６の螺入を可能としている。スプリングキャップ２６の雄
ねじ部２７に螺入されているロックナット３１の締め付けにより、スプリングキャップ２
６はポンプハウジング１５に固定される。
　スプリングキャップ２６内には第１コイルばね３０が収容されている。スプリングキャ
ップ２６の底部には通孔２８が形成されているほか、底部にはキャップ側ばね座２９が形
成されている。
【００１９】
　ポンプハウジング１５の筒状部２４内の中心に位置するように第１シリンダ３２がポン
プハウジング１５に対して固定されている。第１シリンダ３２内には、第１シリンダ３２
に対して摺動自在のプランジャ３３が収容されている。
　プランジャ３３が貯水室１８から離れる方向をプランジャ３３の往動方向とし、プラン
ジャ３３が貯水室１８に接近する方向をプランジャ３３の復動方向とする。つまり、プラ
ンジャ３３はポンプハウジング１５内を往復移動する。
【００２０】
　プランジャ３３の一方の端面は貯水室１８に面している。プランジャ３３の往復動によ
り貯水室１８の容積が変動する。プランジャ３３の他方の端面にはプランジャ３３と同軸
となる連結軸３４の一端が連結されている。
　連結軸３４の他端にはカム機構１３と連結する連結部３５を備えている。連結軸３４は
第１シリンダ３２の外側に位置しており、連結軸３４は有底筒状のスプリングシート３６
を貫通し、連結軸３４とスプリングシート３６は互いに固定されている。
　スプリングシート３６は開口端を有する筒形状に形成されており、スプリングシート３
６は内部に位置する第１シリンダ３２に対して摺動自在であり、スプリングシート３６の
開口端は径方向へ延設されたシート側ばね座３７を有する。
【００２１】
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　キャップ側ばね座２９とシート側ばね座３７との間に、第１コイルばね３０が介在され
ており、第１コイルばね３０の内部をスプリングシート３６が挿通している。第１コイル
ばね３０が介在されることにより、第１コイルばね３０はスプリングシート３６を通じて
プランジャ３３を復動方向へ付勢する。
　第１コイルばね３０による付勢力の調整はスプリングキャップ２６のポンプハウジング
１５に対する螺入位置の変更により行なう。スプリングキャップ２６をポンプハウジング
１５に対して深く螺入させると、第１コイルばね３０のばね力は強くなってプランジャ３
３に対する付勢力は増大する。逆に、スプリングキャップ２６をポンプハウジング１５に
対する螺入を浅くすると第１コイルばね３０のばね力は弱くなりプランジャ３３に対する
付勢力は減少する。
　この実施形態では、スプリングキャップ２６およびポンプハウジング１５は第１ばね力
調整手段に相当する。
【００２２】
　次に、カム機構１３について説明すると、カム機構１３はカムレバー４１を備えている
。カムレバー４１は、Ｌ字状に屈曲された形状に形成されており、緯入れポンプ１２側に
延設され、カムフォロア４２が設けられたカム側アーム部４３と、カム側アーム部４３の
延設方向と略直角方向に延設されるリンク側アーム部４４を備えている。カムレバー４１
の中央部には回動支点となる回動軸４５が備えられている。
　カム側アーム部４３のカムフォロア４２は織機の駆動に同期して一定の角速度により回
転するカム４０と接離自在である。リンク側アーム部４４には、緯入れポンプ１２とカム
レバー４１を繋ぐ第１リンク４６が連結されている。
【００２３】
　第１リンク４６はリンクプレート４７とリンクプレート４７の両端側に設けた２個の連
結ピン４８、４９を備えている。第１リンク４６の一方の連結ピン４８は緯入れポンプ１
２の連結部３５に軸着され、第１リンク４６の他方の連結ピン４９はリンク側アーム部４
４と軸着されており、第１リンク４６を介して緯入れポンプ１２とカム機構１３とが連結
されている。第１リンク４６はカムレバー４１および緯入れポンプ１２に対して回動自在
である。第１リンク４６によりカムレバー４１および緯入れポンプ１２が連結されるから
、カムレバー４１の回動は緯入れポンプ１２のプランジャ３３の往復動に変換される。
【００２４】
　この実施形態では、カムレバー４１のリンク側アーム部４４の復動側（プランジャ３３
の復動方向と対応する側）に緯入れポンプ１２が設置されており、第２コイルばね機構１
４がリンク側アーム部４４の往動側（プランジャ３３の往動方向と対応する側）に設置さ
れている。
　第２コイルばね機構１４は緯入れポンプ１２の第１コイルばね３０とは別に設けられた
第２コイルばね６３を備える機構である。
　図３に示すように、第２コイルばね機構１４は円筒状のハウジング５４を備えており、
ハウジング５４は織機の機台に固定されるブラケット５０の貫通孔５１に挿通されている
。ハウジング５４の外周面には雄ねじ部５５が形成されており、雄ねじ部５５に螺入され
た２個のロックナット５２がブラケット５０に当接されることにより、ハウジング５４は
ブラケット５０に固定される。
【００２５】
　ハウジング５４内の内部には第２シリンダ５７が設けられており、第２シリンダ５７は
シリンダ固定部材５６を介してハウジング５４に固定されている。第２シリンダ５７内に
は第２シリンダ５７に対して摺動自在のガイドロッド５９が収容されている。ガイドロッ
ド５９の摺動方向については、カムレバー４１の往動方向に対応する方向をガイドロッド
５９の往動方向とし、カムレバー４１の復動方向に対応する方向をガイドロッド５９の復
動方向とする。第２シリンダ５７には、外周面から径方向外側へ形成される環状のばね座
５８が形成されている。
【００２６】
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　ガイドロッド５９のカムレバー４１側の端部には連結部６０が備えられ、ガイドロッド
５９の他方の端部には、グリスを注入するためのグリスニップル６１が設けられている。
グリスニップル６１に注入されるグリスは第２シリンダ５７に対するガイドロッド５９の
摺動を円滑にし、第２シリンダ５７とガイドロッド５９との焼き付きを防止する。
　ガイドロッド５９のカムレバー４１寄りには円板状のばね座板６２が取り付けられてお
り、ばね座板６２とばね座５８との間に第２コイルばね６３が介在されている。ハウジン
グ５４内に収容されている第２コイルばね６３はばね座板６２を通じてガイドロッド５９
を復動方向へ付勢する。この実施形態では、第１コイルばね３０と第２コイルばね６３の
ばね定数の比率は、２：１に設定されている。
【００２７】
　図１に示すように、第２コイルばね機構１４の連結部６０とカムレバー４１のリンク側
アーム部４４との間を連結する第２リンク６４が設けられている。第２リンク６４はリン
クプレート６５とリンクプレート６５の両端側に設けた２個の連結ピン６６、６７を備え
ている。第２リンク６４の一方の連結ピン６６はリンク側アーム部４４に軸着され、第２
リンク６４の他方の連結ピン６７は第２コイルばね機構１４の連結部６０に軸着されてお
り、第２リンク６４を介して第２コイルばね機構１４とカム機構１３とが連結されている
。第２リンク６４はカムレバー４１および第２コイルばね機構１４に対して回動自在であ
り、第２コイルばね６３の付勢力をカムレバー４１へ伝達する。第２リンク６４によりカ
ムレバー４１と第２コイルばね機構１４が連結されるから、カムレバー４１の回動が第２
コイルばね機構１４のガイドロッド５９の往復動に変換される。
【００２８】
　第１リンク４６の連結ピン４９と第２リンク６４の連結ピン６６は個々にリンク側アー
ム部４４に軸着されている。第２リンク６４の連結ピン６６と回動軸４５との軸心間の距
離は、回動軸４５と第１リンク４６の連結ピン４９との軸心間の距離と等しく設定されて
いる。この実施形態では、第１コイルばね３０の中心線Ｍ１と第２コイルばね６３の中心
線Ｍ２が斜交するように、緯入れポンプ１２と第２コイルばね機構１４はカム機構１３に
対する位置関係を有する。これにより、カムレバー４１の回動に伴う第１リンク４６およ
び第２リンク６４の移動範囲は、第１コイルばね３０の中心線Ｍ１と第２コイルばね６３
の中心線Ｍ２が斜交しない場合と比較して小さく設定される。
【００２９】
　第２コイルばね６３のばね力の調整はブラケット５０に対するハウジング５４の固定位
置を変更することにより行なう。ブラケット５０に対してハウジング５４を往動方向に移
動させて固定すると、ばね座板６２とばね座５８との間の距離が小さくなり、第２コイル
ばね６３のばね力は強くなってガイドロッド５９に対する付勢力は増大する。逆に、ハウ
ジング５４を復動方向に移動してブラケット５０に固定すると、ばね座板６２とばね座５
８との間の距離が大きくなり、第２コイルばね６３のばね力は弱くなってガイドロッド５
９に対する付勢力は減少する。
　この実施形態では、ハウジング５４、ブラケット５０およびロックナット５２は第２ば
ね力調整手段に相当する。
【００３０】
　織機の機台には、緯入れポンプ１２に設けたプランジャ３３の復動方向における移動範
囲を規定するストッパ６８が設けられている。ストッパ６８は、カムレバー４１のリンク
側アーム部４４と対向する位置に設けられており、カムレバー４１と当接可能な調節体６
９を備えている。カムレバー４１の回動範囲はカムレバー４１に対する調節体６９の進退
量の調節により規定され、カムレバー４１の復動方向における回動範囲の規定によりプラ
ンジャ３３の復動方向における移動範囲が規定される。
【００３１】
　次に、この水噴射装置の作用について説明する。
　織機の運転に同期してカム４０が一定の角速度で回転されると、カムレバー４１はカム
４０、カムフォロア４２および第１コイルばね３０の協働により回動軸４５を支点として
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回動する。
　カム４０の回転によりカムレバー４１のリンク側アーム部４４が緯入れポンプ１２から
離れる方向へ回動すると、プランジャ３３およびスプリングシート３６は第１コイルばね
３０の付勢力に抗して移動する往動動作を行なう。スプリングシート３６は往動動作によ
り第１コイルばね３０を圧縮し、プランジャ３３は往動動作により貯水容器２２から吸入
管２１を介して貯水室１８に一定量の水を吸入する。水を吸入するプランジャ３３の往動
動作の間、吸入口１６側の逆止弁１９は開いた状態にあり、吐出口１７側の逆止弁２０は
閉じた状態となり、吐出管２３の水が貯水室１８側へ逆流することはない。なお、第１コ
イルばね３０の付勢力はプランジャ３３の往動動作において増大するが、プランジャ３３
、第１リンク４６を通じてカムレバー４１に伝達される。
【００３２】
　また、第２コイルばね機構１４では、カム４０の回転によりカムレバー４１のリンク側
アーム部４４が緯入れポンプ１２から離れる方向へ回動すると、ガイドロッド５９および
ばね座板６２が第２コイルばね６３の付勢力に抗して移動する往動動作を行なう。ばね座
板６２の往動動作は、ばね座板６２とばね座５８との距離を縮めることから第２コイルば
ね６３を圧縮する。第２コイルばね６３の付勢力はガイドロッド５９の往動動作において
増大するが、ガイドロッド５９、第２リンク６４を通じてカムレバー４１に伝達される。
第２コイルばね６３は、第２コイルばね機構１４のガイドロッド５９を復動方向へ付勢す
る。第２コイルばね６３の付勢力はカム機構１３を介して第１コイルばね３０の付勢力と
ともに緯入れポンプ１２のプランジャ３３を復動方向へ付勢する。
【００３３】
　カム４０の回動によりカムフォロア４２がカム４０の最大径の位置を通過すると、カム
フォロア４２はカム４０から離れる。プランジャ３３は圧縮により蓄勢された第１コイル
ばね３０および第２コイルばね６３の付勢力を受けており、カムフォロア４２がカム４０
から離れることにより、プランジャ３３は、付勢力による往動動作の開始位置へ移動する
復動動作を行なう。
【００３４】
　プランジャ３３は復動動作により貯水室１８内の水を加圧する。貯水室１８内の水がプ
ランジャ３３により加圧されると、吐出口１７側の逆止弁２０が開き、加圧された貯水室
１８の水が吐出管２３を通じて緯入れノズル１１へ圧送される。プランジャ３３の復動動
作のとき、吸入口１６側の逆止弁１９は閉じており、貯水室１８の水は吸入管２１へ逆流
することはない。
　緯入れノズル１１に圧送された水は、緯入れノズル１１から噴射され、この噴射水によ
り緯糸Ｙが経糸開口内に緯入れされる。カム４０から離れていたカムフォロア４２がカム
４０に当接するか、カムレバー４１がストッパ６８に当接することにより１サイクルの水
噴射を終了する。
　図１の実線は、緯入れポンプ１２および第２コイルばね機構１４のプランジャ３３、ガ
イドロッド５９が往動動作を完了する時点でのカムレバー４１の位置を示しており、図１
の２点鎖線はプランジャ３３、ガイドロッド５９が復動動作を完了する時点でのカムレバ
ー４１の位置を示している。
【００３５】
　この実施形態の水噴射装置では、緯入れポンプ１２のプランジャ３３に対する付勢力の
調整を緯入れポンプ１２および第２コイルばね機構１４の夫々において行なうことが可能
である。緯入れポンプ１２においては、第１コイルばね３０のばね力を調整することによ
り、第１コイルばね３０の付勢力の調整が可能である。第１コイルばね３０のばね力の調
整は、スプリングキャップ２６のポンプハウジング１５に対する螺入位置の変更により行
なう。スプリングキャップ２６をポンプハウジング１５に対して深く螺入する程、第１コ
イルばね３０のプランジャ３３に対する付勢力は増大する。逆に、スプリングキャップ２
６のポンプハウジング１５に対する螺入を浅くする程、第１コイルばね３０のプランジャ
３３に対する付勢力は減少する。
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【００３６】
　第２コイルばね機構１４においては、第２コイルばね６３のばね力の調整を調整するこ
とにより、第２コイルばね６３の付勢力の調整が可能である。ブラケット５０に対してハ
ウジング５４を往動方向に移動させて固定すると、ばね座板６２とばね座５８との間の距
離が小さくなり、第２コイルばね６３のガイドロッド５９に対する付勢力は増大する。逆
に、ハウジング５４を復動方向に移動させて固定すると、ばね座板６２とばね座５８との
間の距離が大きくなり、第２コイルばね６３のばね力は弱くなってガイドロッド５９に対
する付勢力は減少する。
【００３７】
　この実施形態によれば以下の作用効果を奏する。
（１）第１コイルばね３０および第２コイルばね６３によるプランジャ３３に対する付勢
力の調整は、第１コイルばね力調整手段および第２コイルばね力調整手段を夫々調整する
ことにより行われる。第１コイルばね３０および第２コイルばね６３が互いに別の位置に
設けられ、各コイルばね３０、６３のばね力の調整箇所も別々の位置となることから、プ
ランジャ３３に対する付勢力の調整は従来よりも簡単となる。また、第１コイルばね３０
および第２コイルばね６３の両方をポンプハウジング１５内に設ける必要がないことから
、第１コイルばね３０および第２コイルばね６３を別々に組み付けることができ、従来よ
りもコイルばね３０、６３の組み付けが容易となる。さらに、第１コイルばね３０のばね
力は第１リンク４６に、第２コイルばね６３のばね力は第２リンク６４にそれぞれ分散し
て掛かるため、各リンク４６、６４の構成を簡易にでき、水噴射装置の信頼性や耐久性が
向上する。
（２）第１コイルばね３０が圧縮ばねであり、第１コイルばね３０と同じ圧縮ばねを第２
コイルばね６３として用いることも可能となる。
【００３８】
（３）第１コイルばね３０の中心線Ｍ１と第２コイルばね６３の中心線Ｍ２が斜交してい
るため、第１コイルばね３０の中心線Ｍ１と第２コイルばね６３の中心線Ｍ１が一致する
場合と比較して、揺動運動するカムレバー４１と直動運動するプランジャ３３及びガイド
ロッド５９との間に介在する第１リンク４６および第２リンク６４の移動量を小さくする
ことができる。これにより、各リンク４６、６４に掛かる負荷が低減され、水噴射装置の
信頼性や耐久性が向上する。
（４）第１コイルばね３０および第２コイルばね６３が互いに別の位置に設けられ、各コ
イルばね３０、６３のばね力の調整箇所も別々の位置となり、第１コイルばね３０のばね
定数は第２コイルばね６３のばね定数よりも大きく設定されている。このことから、第１
コイルばね３０よりばね定数の小さい第２コイルばね６３のばね力を調整することにより
、プランジャ３３に対する付勢力の微調整を従来よりも高い精度で行なうことができる。
【００３９】
（５）第１リンク４６および第２リンク６４は、個別に有する連結ピン４９、６６を介し
てカムレバー４１に連結されているので、第１コイルばね３０の付勢力は第１リンク６４
の連結ピン４９に伝達され、第２コイルばね６３の付勢力は第２リンク６４の連結ピン６
６に作用する。このため、特定の連結ピンに第１コイルばね３０および第２コイルばね６
３の付勢力が集中することがなく、過度の付勢力の集中による連結ピン４９、６６やカム
レバー４１等における摩耗や変形を抑制することができる。
（６）第１コイルばね３０および第２コイルばね６３が設けられるから緯入れポンプ１２
の作動時におけるサージングと称する共振現象を防止するように、第１コイルばね３０お
よび第２コイルばね６３のばね定数を設定することができる。
【００４０】
（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態に係る水噴射装置について説明する。
　第２の実施形態は第２コイルばね機構に引っ張りばねを用いた例である。第２の実施形
態では、第１の実施形態と共通または類似する要素については符号を共通して用い、第１
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の実施形態の説明を援用する。
【００４１】
　図４に示す水噴射装置は、緯入れノズル１１と、緯入れポンプ１２と、カム機構７１と
、第２コイルばね機構７２とを備える。カム機構７１は、カム４０、カムレバー７３、カ
ムフォロア７４および第１リンク４６を有する。
　カムレバー７３は、カムフォロア７４を備えたカム側アーム部７５と、第１リンク４６
が連結されるリンク側アーム部７６を備えている。カムフォロア７４を備えるカム側アー
ム部７５の先端部には、さらに延設された延設アーム部７７が備えられており、この延設
アーム部７７の先端部には第２リンク６４が連結されている。第２リンク６４は第１の実
施形態と同一構成であり、第２リンク６４の連結ピン６６は延設アーム部７７に軸着され
ている。第２リンク６４は延設アーム部７７と第２コイルばね機構７２と連結する。
【００４２】
　第２コイルばね機構７２は、第２コイルばね７８を備えており、第２コイルばね７８の
一方の端部は第２リンク６４の連結ピン６７と連結され、他方の端部は固定部材７９を介
して織機の機台に固定されている。第２コイルばね７８は引っ張りばねであり、第２コイ
ルばね７８の伸長により蓄勢され、第２コイルばね７８の引っ張りによる付勢力はカムレ
バー７３に伝達される。第２コイルばね７８の他方の端部は、固定部材７９の織機の機台
に対する位置変更により第２コイルばね７８の伸縮方向に対して位置を変更することが可
能である。
【００４３】
　固定部材７９の織機の機台に対する固定位置を変更することにより、第２コイルばね７
８の付勢力を調整することが可能である。固定部材７９をカムレバー７３から離して固定
すると、プランジャ３３に対する復動方向への付勢力は増大する。逆に、固定部材７９を
カムレバー７３から接近させて固定すると、プランジャ３３に対する復動方向への付勢力
は減少する。
　図４の実線は、緯入れポンプ１２および第２コイルばね機構１４のプランジャ３３、ガ
イドロッド５９が往動動作を完了する時点でのカムレバー７３の位置を示しており、図４
の２点鎖線はプランジャ３３、ガイドロッド５９が復動動作を完了する時点でのカムレバ
ー７３の位置を示している。
　この実施形態によれば、第２コイルばね７８として引張コイルばねが使用できるから、
水噴射装置において使用可能なコイルばねは圧縮ばねに限定されない。
【００４４】
（第３の実施形態）
　次に、第３の実施形態に係る水噴射装置について説明する。
　第３の実施形態は、緯入れポンプにおける第１コイルばねの中心線と第２コイルばね機
構における第２コイルばねの中心線を一致させて構成した例である。第３の実施形態では
、第１の実施形態と共通または類似する要素については符号を共通して用い、第１の実施
形態の説明を援用する。
【００４５】
　図５に示す水噴射装置は、緯入れノズル１１、緯入れポンプ１２、カム機構８１および
第２コイルばね機構１４とを備える。緯入れノズル１１、緯入れポンプ１２および第２コ
イルばね機構１４の各構成は第１の実施形態と同一である。
　カム機構８１は、カム４０、カムレバー４１、第１リンク４６および第２リンク６４を
有する。緯入れポンプ１２および第２コイルばね機構１４は、プランジャ３３の軸心とガ
イドロッド５９の軸心が一致するように対向配置されており、緯入れポンプ１２と第２コ
イルばね機構１４の間にカムレバー４１のリンク側アーム部４４が位置する。緯入れポン
プ１２のプランジャ３３の軸心と第２コイルばね機構１４のガイドロッド５９の軸心が一
致するように対向配置されていることから、第１コイルばね３０の中心線Ｍ１と第２コイ
ルばね６３の中心線Ｍ２は一致する。
【００４６】



(10) JP 5521588 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

　第１リンク４６と第２リンク６４がリンク側アーム部４４に設けられ、第１リンク４６
はカム機構８１と緯入れポンプ１２を連結し、第２リンク６４は第２コイルばね機構１４
とカム機構８１とを連結する。
　図５の実線は、緯入れポンプ１２および第２コイルばね機構１４のプランジャ３３、ガ
イドロッド５９が往動動作を完了する時点でのカムレバー４１の位置を示しており、図５
の２点鎖線はプランジャ３３、ガイドロッド５９が復動動作を完了する時点でのカムレバ
ー４１の位置を示している。プランジャ３３、ガイドロッド５９の往動動作の完了時点で
のカムレバー４１の状態において、各連結ピン４８、４９、６６、６７の軸心は第１コイ
ルばね３０および第２コイルばね６３の中心線Ｍ１、Ｍ２と一致し、第１リンク４６と第
２リンク６４が互いに直線的に配置される。
【００４７】
　プランジャ３３、ガイドロッド５９の復動動作の完了時点でのカムレバー４１の状態に
おいて、カムレバー４１に軸着されている第２リンク６４の連結ピン６６の軸心は第１コ
イルばね３０の中心線Ｍ１および第２コイルばね６３の中心線Ｍ２と不一致となる。この
とき、第２リンク６４が傾斜することから、第２コイルばね機構１４のガイドロッド５９
が傾斜することはない。
【００４８】
　この実施形態では、緯入れポンプ１２および第２コイルばね機構１４のプランジャ３３
、ガイドロッド５９の往動動作の完了時点で第１リンク４６と第２リンク６４が互いに直
線的に配置されるカムレバー４１の構成とした。この構成に限らず、例えば、プランジャ
３３、ガイドロッド５９の復動動作の完了時点で第１リンク４６と第２リンク６４が互い
に直線的に配置されるカムレバーの構成としてもよい。
　第３の実施形態によれば、第１の実施形態の作用効果（１）～（６）のうち（３）以外
の作用効果を奏する。
【００４９】
（第４の実施形態）
　次に、第４の実施形態に係る水噴射装置について説明する。
　第４の実施形態は第２コイルばね機構の第２コイルばね力調整手段の構成が第１の実施
形態と相違する例である例である。第４の実施形態では、第１の実施形態と共通または類
似する要素については符号を共通して用い、第１の実施形態の説明を援用する。
【００５０】
　図６に示すように第２コイルばね機構９１は、ボルト（図示せず）を介して織機の機台
に固定される有底円筒状のハウジング９２を備えている。ハウジング９２の底部にはねじ
孔９３が形成されており、ねじ孔９３には筒状のシリンダ固定部材９４が螺入されている
。シリンダ固定部材９４の外周には雄ねじ部９５が形成されており、雄ねじ部９５はねじ
孔９３と螺合する。シリンダ固定部材９４の雄ねじ部９５には、螺入されたロックナット
９６がハウジング９２に当接されることにより、シリンダ固定部材９４はハウジング９２
に固定される。
【００５１】
　ハウジング９２内となるシリンダ固定部材９４の端部には、第２シリンダ５７が取り付
けられており、第２シリンダ５７内には第２シリンダ５７に対して摺動自在のガイドロッ
ド５９が収容されている。ガイドロッド５９の摺動方向については、カムレバー４１の往
動方向に対応する方向をガイドロッド５９の往動方向とし、カムレバー４１の復動方向に
対応する方向をガイドロッド５９の復動方向とする。第２シリンダ５７には、外周面から
径方向外側へ形成される環状のばね座５８が形成されている。
【００５２】
　ガイドロッド５９のカムレバー４１側の端部には連結部６０が備えられ、ガイドロッド
５９の他方の端部はグリスニップル６１が設けられている。ガイドロッド５９の連結部６
０寄りには円板状のばね座板６２が取り付けられており、ばね座板６２とばね座５８との
間に第２コイルばね６３が介在されている。第２コイルばね６３はばね座板６２を通じて
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【００５３】
　この実施形態では、ハウジング９２に対するシリンダ固定部材９４の位置を変更するこ
とにより第２コイルばね６３のばね力を調整することが可能である。従って、この実施形
態では、ハウジング９２およびシリンダ固定部材９４は第１ばね力調整手段に相当する。
　このため、第２コイルばね機構９１のハウジング９２を織機の機台に固定した後に第２
コイルばね６３のばね力を調整することができ、ハウジングの位置を変更するばね力の調
整よりもばね力の調整作業が容易となる。
【００５４】
　なお、上記の実施形態に係る水噴射装置は、本発明の一実施形態を示すものであり、本
発明は、上記した実施形態に限定されるものではなく、下記のように発明の趣旨の範囲内
で種々の変更が可能である。
○　上記の第１～第４の実施形態では、第１コイルばねと第２コイルばねのばね定数の比
率を２：１としたが、第１コイルばねと第２コイルばねのばね定数の比率は、２：１に限
定されることなく、条件に応じて適宜設定することが可能である。例えば、第１コイルば
ねと第２コイルばねを同一のコイルばねとしてもよい。
○　上記の第２の実施形態では、カムレバーのカム側アーム部を延設した先端部に引っ張
りばねである第２コイルばねを設けるようにしたが、この例に限らず、例えば、リンク側
アーム部のストッパ付近に引っ張りばねを設けて第２コイルばねとしてもよい。あるいは
カムレバーにおいてカム側アーム部およびリンク側アーム部と別のアーム部を設けて第２
コイルばねとして機能する位置に引っ張りコイルばねを設けることも可能である。
【符号の説明】
【００５５】
１１　緯入れノズル
１２　緯入れポンプ
１３、７１、８１　カム機構
１４、７２、９１　第２コイルばね機構
１５　ポンプハウジング
１８　貯水室
２６　スプリングキャップ
３０　第１コイルばね
３２　第１シリンダ
３３　プランジャ
３５、６０　連結部
４０　カム
４１、７３　カムレバー
４５　回動軸
４６　第１リンク
５４　ハウジング
５７　第２シリンダ
５９　ガイドロッド
６０　連結部
６３、７８　第２コイルばね
６４　第２リンク
７７　延設アーム部
７９　固定部材
Ｙ　緯糸
Ｍ１、Ｍ２　中心線
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